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0.は じめ に
我々日本人の言語は 「日本語」なのだろうか、それとも 「国語」なのだろうか。 日本の言語
の名前が 「日本語」であることは、あまりにも明らかで、なぜこのような問いを立てるのか、
と反論されそ うである。それならなぜ我々の使 う一力国語辞典は 「日本語辞典」ではなく 「国
語辞典」なのだろうか。人は通例、自分が何語を話 しているかなど全 くといってよいほど考え
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背景は 日本にかぎったことではない。1871年の統一まで多 くの領邦に分かれていた ドイツや、
1861年のリソルジメン トまで分裂 していたイタリアもある意味では同じような事情にあった。
それにもかかわらず、それぞれの国の 「標準語」、ないしは 「民族語」の発達の歴史をたどる
と全 く異なる経過を示 している。ここでは 日本語と ドイツ語の例において、その標準語の成立
と発達を観察 し、その問題点を考察 したい。 しか しいわゆる比較研究や対照研究を 目指 してい
るのではない。「標準語」の成立 と発展はそれぞれの言語、あるいはそれぞれの国(言 語共同






標準語を記述 しようという試みは決 して少ないわけではない。古 くはプラー ク言語学派の
Havranekが書き言葉の自律性 と規範性について述べ、 さらに同時代の新興の民族i国家におけ
る標準語制定の動きを観察 して、標準語への発展は言語内在的要因のみでなく、言語外在的要







〈標準語とい う概念あるいは現象はかなり固定 した核 と、拡散 した周縁部からなっているが、




1)社 会全体 の、 ない しは超地域的 なコ ミュニケーシ ョン のため の道具。








る。変種(Variety)は場合によっては 「言語」 と置き換えられ うる。地域的変種は主として
方言であ り、社会的変種の代表的な例は社会集団語(例 えば、若者ことば等)で ある。通用語






究 なので、現 時点か らは、少 し古 い資料 に基づ く研 究 といわ ざるをえない。 しか し
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語、グルジア語などである。次に標準語化された変異体を持つ標準語:例 えば現代アルメニ
ア語。さらには標準語化されない、地域的な変異体を持つ標準語が分類される。これには近
代国家成立以前の多 くの国の言語状況が当てはまる。最後に英語や ドイツ語のように2力 国
またはそれ以上の国で標準語として用いられている、程度の差はあれ標準語化された変異体
を持つ標準語がある。





















によって多 くのバ リエーションがある。標準語形成の問題でまず 目につ くのは、ある言語を使
用 している国、あるいは言語共同体の言語的、社会的、歴史的条件の多様性と複雑性である。
例えば西ヨーロッパで古い文化の伝統を持つ国であっても、近代国家が成立する以前の封建社
会のあ り方は決 して一様ではない。領土制、王権のあ り方などそれぞれ異なっている。近代以
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大きかった。このままでは 日本は欧米列強の植民地になって しまう。常に 日本の師であ り、文
化の供給源であった清朝中国の例が眼前にあった。 日本が独立国として発展するためには、ま
ず欧米に追いつかなければならない。そこまでの自覚を当時の全ての日本人が持ちえたとい う
ことはあ りそ うにない。む しろごく少数の人々であったであろう。 しか しイニシャティヴをと
る人々は常に少数派、あるいは個人である。先進欧米諸国に追いつ くには、その文物を学び、
取 り入れなければならない。そのためには 「ことば」が必要である。この 「ことば」の問題は
当時の日本の先駆者たちにとって、絶望的なほど大きな問題だった。新 しい事物や、未知の概
念を、どう表すか、漢文体に基づ く書き言葉をどうするか、漢字を廃 して音韻文字を採用すべ











がら多機能性を 目指す。 しか し個別の言語におけるその多機能性は、それぞれの歴史的、社会
的条件によって様々である。西ヨーロッパ諸国の民族語は12,13世紀に重要な標準語として発











合は通用語がコイネの代わ りに使われるが、通用語的コイネなどとい う表現にもであ うことが



















本の言語運動は 「言文一致」のことであろう。話 し言葉(言)に 、書き言葉(文)を 近づける















やアイディンティティを表すとい う価値を持っている、とい うことを示 している。
2.標準語を表す名称について
ドイ ツ語で 「標 準語」 を表 す名称 は多数存在 す る10)。前章 で用 いて きた標準 語は一貫 して
Standardspracheの訳語 であるが、 このStandardspracheはドイ ツ語では最 も新 しい名称で、
1970年代か ら使われだ した。最近ではす っか り定着 してい るよ うであ る。 ドイ ツ語で最 も伝統
的 な名称はSchriftspracheであ る。Hochspracheもよ く使われたが、 もちろん今で も使われて
い るが、何 とい って もhochに価値判断が含 まれ るとい うことが敬遠 され る所以であ る。それ
ぞれ の国で標準語を言い表す伝統的 な用語がほぼ決 まってい る。Jedliこka11)はドイ ツで もっと
も一般的 な用語をえ らび、そ の外国語におけ る対応形をあげてい る。
一63一




















(セル ボ クロアチ ア語)
この例を見 ると、 どの国で も同 じよ うな用語が使われてい るとは限 らない、 とい うことが分
か る。 ここでは まずLiteraturspracheがあカミってい るが、それは この論文が東欧圏 の研究者に
よ りDDR時 代にかかれたか らであ ろ う。 ドイ ツでは この用語は もっぱ らDDRで 使われた。
それはン 連 の言語学 の影響下にあ ったか らであ る。 ロシアは フラン ス文化 の伝統が強 く、 この
語 もフラン ス語 の用語を取 り入れた ものであ る。 この語が ドイ ツ語 のなかへ標準語 の意味で取
り入れ られた のはM.M.Guchmannのおかげである とい って よいだろ う。Guchmannは第2
次世界大戦中 とい う困難 な研究環境 のもとで、 ドイ ツ語史研究上基本的 な文献 となる業績を上
げた。 この研究 の中で、Nationaritatssprache,Nationalsprache,Literaturspracheが実証的 な
裏付けを伴 って厳密に定義 された のであ る。
ところでNationalspracheは独独現代語辞典 ではStandardspracheと同義 と説明 され てい る12)。
ここでは、今 まで この語Standardspracheに対 して、標準語 とい う訳語を使 って きた。後述す
る 「日本 語 」 の標 準 語 の 問題 で 「国語 」 を対 象 とす る とき、 そ の ドイ ツ語 の対 応 語 は
Nationalspracheとな らざ るを得 ない。 しか しNationalspracheは決 して 日本語 の 「国語」で
は ない。
用語 の問題を考えて きたが、標準語が言語現象であ るばか りで な く、社会現象であ ること、
政治や社会的要因が決定的 な影響を持つ とい うことが、名称一つ取 り上げて も現れてい ること
が うかがえ ると思 う。 ところで ドイ ツで標準語 を表す最 も伝統的 な名称 はSchriftsprache(文
章語)で あ る。 この語が示 してい るよ うに、標準語は文字 と本質的に結びついていた。書 き言
葉 の機能について標準語 との関連において述べ ることに したい。
Schriftspracheが標準語 を表す とい うことは、書 き言葉 が標 準語の基にな って きた ことを示
してい る。標準語成立 の史的研究 の資料 と して、現代 の録音技術が発 明され る前 までは文書 し
かあ り得 なか ったわけであ るか ら、書 き言葉が研究 の対象に なって きた のは当然であ るが、決
してそればか りでは ない。社会におけ る言語使用 の観点か らは、標準語形成に至 る言語変化に








・書かれたことば、ない しは規範は、文字によって実現化され うる言語要素であ り、その機能
は与えられた刺激に対 して、保存できる、容易に見通 しのきく方法で対応することである。
(Vachek)













を指摘 している。まず第一に固定/安 定一変化とい う二律背反が問題になる。それは抵抗と受
容とい う心理的ファクターによって結合させられる。すべての言語は自然な状態におかれると
常に変化する。すなわち 「変化」が言語のあ りのままの状態である。標準語はそれが社会的機
能において十全な効果を上げ うるためには十分に安定 していなければならない。他方では しか
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終的にはその地域的な広が りや、拡大の範囲が変化する。その際に発展は比較的均等な上昇を
示すか、不安定な経過をとるか、あるいは中断 した りするのである。
3.国 語 と 日本語につ いて
国語と日本語について柴田武15)の記述に基づいて考察する。







ら標準的ない しは規範的な言語とい うことになる。すなわち 「標準語」または 「全国共通語」
の意味で用いられる。
ここで柴田は興味深い指摘を している。それは 「国語」はその言語を使用する者どうしの間
で好んで用いられる名称だとい うのである。英訳すれば`ourtongue'ない しは若干一般化 して
`one'sownlanguage'が該当するとし、`nationallanguage'はむ しろ言語政策の対象となる場合
の名称だとい う。 ドイツ語では 「標準語」を表す名称の中に"Nationalsprache"がある。この
概念については後にふれる。
次に 「日本語」は 日本とい う地域で行われている、あるいは 日本人が用いる言語とい うだけ
の、客観的、記述的な名称である。すなわち国家とか固有言語とか標準語的言語等とい うこと
とは無関係なのである。
最後に柴田は 「国語」と 「日本語」のどちらを使 うかで 日本語とい う言語に対する態度が異
なって来るとして上田万年の有名な句をあげている。〈上田がr国語のため』(1895)の冒頭で
述べている 「国語は帝室の藩屏な り」は、「国語は皇室の守 りである」とい う意味であるが、
こうした強い国家主義的発言は、やは り 「国語」 とい うことばにふさわ しいものである。>17)
としている。さらにはどちらの名称を使 うかで同じ言語に対する研究態度ない しは方法が違っ
て くるとして、大略以下のように述べている。すなわち 「国語学」はこの言語の独自性を強調






生活」とい う名称のもとに、む しろ欧米よりはや く始まったとされているが、その創設期から
「言語生活」研究に関わった 日本語学者として、この記述はこの時点において社会言語学的に





このことは 「近代 日本語」はほぼ一世紀前 「国語」として出発 し、 日本国家の激動の歴史を
共に歩み、第二次世界戦争の敗戦を迎える。この政治的、経済的、文化的に根本的な変革を経
験 した日本社会において次第に 「国語」→ 「日本語」への傾斜を深めていき、国語教育100年20)
の2003年「日本語」に到達 した、とい うことを象徴する出来事に思えてならない。 しか し上記
の柴田の記述に見られる、「国語」 と 「日本語」のどちらを使 うかで、同 じ言語に対す る態度
や研究方法が異なる、とい うことを肯定するなら、国語学会が 日本語学会に改称 しただけでは
解決できない問題があるといえよう。「国語」は我が国の言語の本質的な部分を示す名称とし












年号 書 名 原 語 訳 語 補 注
1855和蘭文典前編訳語笙 tale 国語
1856和蘭文典読法
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1867ヘボン:和 英語林集成 初版 国語な し
1872ヘボン:和 英語林集成 第二版 国語な し
1886ヘボン:和 英語林集成 第三版 国語 採録 される
上記の表について若干付け加えると、最後の3行は和英辞書であって、 日本語の訳語が問題
になっているのではない。この辞書の著者ヘボンが明治の最初期刊行の初版と第2版 に 「国語」
を採録 していないことを示 している。このことは 「国語」が我が国において明治の初期には、
まだ市民権を得ていなかったことの証左であるとしてイがあげているものである。
この簡単な表からでも19世紀の我々の先祖が外国語に対応する日本語の表現に苦心 している










本語ではない。ではこの日本語はいつ頃か ら使われ出したのか とい うことを次に考えたい。
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「日本語」とい う呼称の初出については辞書の記述に したが うよりほかはなかったが、多 くの
辞書では 「日本語」とい う言語の類型論上の記述に終始 し、名称としての初出にはふれられて



















NationalspracheはGuchmannが初めて用いた名称では ないが、 ドイ ツ語史研究上におけ る、
この用語 の重要 な概 念は彼女に よって与え られた。NationalspracheをGuchmannは〈言語 の
歴史的発 展の特定 の段階 と結 びつけ られ る概 念であ る...>28)としたが、言語 の発展 はその言
語共 同体 の社会 の発 展に伴 うものであ る。従 ってGuchmannはドイ ツ民族/国 が成 立す る前
段階 の言語/ド イ ツ語を"Nationaritatssprache"と名付けた。〈...社会 の歴史的発展において、
三つ の基本的 な人種 的な単位 が形 成 され た、種 族(Stamm)、準民族(Nationaritat)、民族
(Nation)であ る。種族は原始社会 の人種的 な単位であ る。階級社会 と国家 の発生に伴 って、
種族合 同の統 合や、統一 の上 に準 民族 が成立す る。(大部分 は征服 の結果 と して)。...この準
民族は ヨー ロッパ諸国においては初期封建時代に形成 された。 ドイ ツ史上、 ガ ロリン ガー朝 と
オ ッ トー帝 の王国 の時代におけ る ドイ ツ準民族 の形成には、中心的 な役割を果た した フラン ク
一69一
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族 と並 ん でバ イ エ ルン 族 、 ア レマン 族 、 チ ュー リン ゲン 族 、 ザ クセン 族 が関 与 した。>29)
Guchmannは16世紀に至 る まで これ らの諸部 族は まだ単一 の ドイツ民族 を形成 していない と、
見な したのである。言語 の上か らは、12世紀 の ドイ ツ語、す なわち"deutscheNationaritatssprache"
の機能は、 まだ きわめて限定 された ものであ った と して 〈人間 の伝達行動 の多 くの領域では ラ
テン 語が支配的であ った。 きわめてゆ っ くりと、 きわめて徐 々に ドイ ツ語は商業や行政 の場 の
伝達 、 法律 、 教会 、 学 校、 学 問 の領域 を獲得 してい った 。>30)と述 べ てい る"Nationと
Nationalsprache"は資本主義 の上昇期 の時代 に成立す る。〈諸民族 は社会 的発展 の市民 の時代
の必然的 な産物であ る。>31)とGuchmannは規定 し、 ドイ ツ民族語(deutscheNationalsprache)
が成立 した とき、 ドイ ツ語は コ ミュニケーシ ョン のほ とん どすべて の領域を制 していた、 とす
る。 またGuchmannは〈言語史に とってNationalspracheやNationalitatsspracheのよ うな概
念を使 うことは、 と りわけ人間 の言語活動におけ る社会的 なアスペ ク トを重要視す ることであ
り、様 々な社 会的 な条件 の下 にあ る言語関係 を追 求す るこ とである。>32)従って、言語 変化、
言語構造等 の変化は言語 内在的 な要因 のみで な く、1)当 該 の言語 の妥当範囲 の拡大 と、そ の
機能性 の拡大、コ ミュニケーシ ョン形 式の ます ます増 大す る複雑 さに伴 う変化において、と2)
言語 の存在形式 のシステム(文 学語、方言、通用語、都市方言)と それ らの間 の関係に関す る
変化において、考察 され なければ ならない とす る。 これ らの諸変化が初めて言語 の構造上 の革
新を条件付け るか らであ る33)。
"Nationalsprache"について もっとも重要な概 念規定 と見な され るGuchmannを検討 した。
Guc㎞amは ドイ ツにおける"Nationalsprache"成立の前段階の言語状況を"Nationaritatssprache"
と しなければ ならなか った。す なわ ち ドイ ツにおいては、 また ヨー ロッパ の他 の諸国において
も同様だ が、"Nation"は決 して 自然発生的 な、は じめか ら存在す る 自明な ものではな く、当
該 のNation構成員に よって、様 々な抗争を経 て、 自覚 的に形成 され た ものであ った。 ここに
日本におけ る、 ない しは 日本人 の持つ、 きわめて 自然発生的 な 「国」意識 との本質的 な相違が
あ ると考え られ る。
は じめに述べた よ うに本論は 日本 と ドイ ツにおけ る標準語 の成立を比較す ることを 目的 と し
てい ない。 きっかけはむ しろ国語 と 日本語 の関係であ った。近代 日本におけ る標準語 の成立を
考え るとき、 まず 出会 う問題であ る。 また標準語 の成立には、言語外在的 な要因が重要 な役割
を演 じる。異 なる社会背景を持つ ドイ ツ語 の場合を考察す ることは、近代初期 の我が国におけ
る言語問題 の性格 の理解に役立つ と考えた。 ドイ ツ標準語成立 の歴史 の上で重要 な概 念であ る
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小 野 光 代




26.佐藤和之 ・米田正人 どうなる日本のことば 大修館書店1999.
27.柴田武 日本の方言 岩波新書 岩波書店1958.
28.高島俊男 漢字と日本人 文春新書 文芸春秋2001.
29.築島 裕 国語の歴史 東京大学出版会1977.
30.倉島長正 国語100年一20世紀 日本語はどのような道を歩んできたか一 小学館2002.
31.西尾 実 日本人のことば 岩波新書 岩波書店1957.
32.丸山真男 加藤周一 翻訳と日本の近代 岩波新書 岩波書店1998.
33.安本美典 日本語の成立 講談社現代新書1978.
注





5)Koinei)古代 ギ リシ ャの一 種 の共 通 語 。 ア テ ネ方 言 に ア ッテ ィカ方 言 が 加 わ った も の。
紀 元 前4世 紀 頃 か ら方 言 差 の 甚 だ しか った ギ リシ ャの 諸 都 市 国 家 で 超 地 域 的 に 使 わ れ た 。
ii)現代 で は超 地 域 性 を持 った 標 準 変 種 の名 称 に転 用 され て い る。
Bussmann:LexikonderSprachwissenschaft.2.Aufl.Stuttgart:Kr6nerl990.390頁。




10)文献1,Beschは 標 準 語 成 立 過 程 研 究 史 の上 で登 場 した 、標 準語 を表 す 名 称 を そ の 研 究概 要 と と もに






標 準語 の諸 問題
Sprachkultur.BeitrtagederPragerLinguistikzurSprachtheorieundSprachpflege.Berlin.




18)文献29,213頁に 「国 語 一 日本 語 」 とあ る。
19)例え ば 朝 日新 聞2003年2月25日朝 刊:改 称 に 揺 れ た 国 語 学 会 、 「日本 語 学 会 」 で 決 着 。
20)文献30,10頁に 平 成12年は 国 語 調 査 会 の 発 足 か ら100年の 節 目の 年 、 とあ る。
21)文献18,72頁。
22)文献18,73-76頁よ り筆 者 が 作 成 した 。
23)文献18,74頁。
24)文献15,3頁 。
25)日本 国 語 大 辞 典[縮 刷 版]小 学 館1989,486頁。
26)文献24,178頁。








(おの ・み つ よ 外 国 語 学 部 教 授)
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